
授業科目名 担当講師名 対象学年 
共通基本技術Ⅱ  
感染防止の技術 

根本 洋子 1 年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義・演習 （１０） 
1 年生教室 
看護実習室 

  後期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 スタンダードプリコーション 感染経路  無菌操作  医療廃棄物 

到達目標 
１、感染成立の条件及び院内感染の基本を知り、看護師が感染防止のための

実践を行うことの重要性を理解する 
２、手指衛生・個人防護具の着脱・無菌操作を学び、正しく実践できる 

事前学習 
課題レポート 
・感染成立の条件及び院内感染防止の基本 
・衛生学的手洗い、個人防護具の着脱、無菌操作の手順、根拠と留意点  

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 

・感染防止の定義と発症、感染の成立過程 ～事例から～ 
・標準予防策の基礎知識と対策の実際 

標準予防策（スタンダードプリコーション）の定義 
・感染経路別予防策 接触感染 飛沫感染 空気感染 

２ 

・洗浄、消毒、滅菌の基礎知識 
・感染性廃棄物の取り扱い 
・カテーテル関連血流感染対策 
・針刺し防止策 

３ 衛生学的手洗い 個人防護具の着脱 無菌操作の実技演習 

４ 
共通基本技術Ⅱ感染 実技試験 
（衛生学的手洗い 個人防護具の着脱 無菌操作） 

５ まとめ 終講試験 

履修上の要件 
微生物と感染症 
看護学概論 共通基本技術Ⅰ 
共通看護技術Ⅱ（日常生活援助 診療の補助技術） 

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学【３】医学書院 
新体系看護学全書Ⅱ 基礎看護学② 基礎看護技術Ⅰメヂカルフレンド社 
看護技術プラクティス 第３版 学研 
パソコン プロジェクター ビデオ 演習に必要な各種実習物品                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

成績評価の方法 筆記試験８０％ 課題レポート２０％ 実技試験 

備考 「指導技術」「ヘンダーソンの看護過程」とあわせて１単位とする 
 


